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【背景と目的】
自閉症スペクトラム障害（ASD）児と定型発達（TD）児では、
視線解析において見る対象や滞留時間が異なること、ASD
児は他者が注意を向けた対象と同じ対象を注視する共同注
視が困難であることが報告されている。そのため、高機能
ASD児であっても学校の授業内容の理解が難しい場合も多
い。しかし、高機能ASD児は診断が見逃される場合もある。
そのため、ASD児の早期発見に加えて、診断が見逃され
た高機能ASD児のスクリーニングが重要であるが、高機能
ASD児の客観的なスクリーニング法はいまだに確立してい
ない。本研究では、高機能ASD児のスクリーニング法とし
て学校教室の授業場面の動画を用いた視線解析が有用であ
るか否かを検討する。

【方法】
対 象 は2-15歳 のHFASD児26名（男 児19名）とTD児27名（男
児14名）である。視線解析には刺激画面として小学校の授
業を動画撮影して使用し、i view X（SMI）を用いて、教師
の「指さしの先の図形」や「指さしの先の人の写真」、「壁」へ
の視線滞留時間を分析した（two way ANOVA）。

【結果】
教師の「指さしの先の図形」への視線滞留時間は、高機能
ASD群0.80±0.35秒（平均値±標準誤差）、TD群0.80±0.45秒、

「指さしの先の人の写真」への視線滞留時間は高機能ASD群
1.00±0.60秒、TD群1.55±0.95秒、「壁」への視線滞留時間は、
高機能ASD群0.40±0.75秒、TD群0.15±0.15秒であった。教
師の「指さしの先」において、高機能ASD群はTD群と比べ
て、視線滞留時間が有意に短かった（P＜.05）。一方で、「壁」
において、高機能ASD群はTD群と比べて、視線滞留時間
が有意に長かった（P＜.01）。

【考察】
高機能ASD児はTD児よりも動画の授業場面において、教
師の「指さしの先」を見る時間が短く、授業内容の理解に重
要ではない「壁」を見る時間が長かった。それにより指示や
授業の理解が難しいと考えられた。動画を用いた視線解析
はASD児の早期発見、高機能ASD児の発見に有用であり、
さらに教室での直接的支援にも応用可能と考えられた。
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【背景】
自閉症スペクトラム障害（Autism Spectrum Disorders、以
下ASD）児は、その認知・行動特性から、指示が入らない、
興味の限局や偏りがある、集団行動が苦手、他者との情緒
的交流が難しいなど、様々な困難を抱えている。その障害
特性から、親は育てにくさを感じやすく、養育状況の困難
さから虐待に至るケースがあると報告されている。発達障
害の支援において、療育や診療など本人への直接的なアプ
ローチも大切であるが、本人を取り巻く環境の調整も重要
であると指摘されており、実際、ASD児と親への支援を行
う中でもその必要性を強く感じている。ASD児の親は健常
児と比較して、育児ストレスが高く、障害種別の比較にお
いても、知的または身体障害児の親より育児ストレスが高
いと報告されている。そこで、本事業所では自閉症スペク
トラム障害児の母親への育児支援の一つとして、ペアレン
ト・トレーニング（Parent Training, 以下PT）を実施したの
で報告する。

【対象と方法】
対象：ASD児を持つ母親13名　実施期間：平成28年1月〜
12月　方法：計画相談員3名と保健師1名、臨床心理士1名
で実施。PT開始前、対象者に個別でプログラムの内容を説
明し、事前に子どもの状態や母親の育児に対する困り感な
どを尋ねた。プログラムは10回の講座と1回のフォローアッ
プ、計11回のセッションで構成された。

【結果・考察】
参加者13名中2名は「プログラムの理解が不十分」、「精神的
不安定」との理由で脱落となった。参加者はPTで学びを「宿
題」として家庭で実践することで、子どもの行動を客観的
に見ることができ、かつ冷静に対応できたと振り返ってい
た。セッションが進むにつれて参加者は、子どもの問題行
動と発達特性をすり合わせることができるようになり、子
どもの問題行動に対する認識が変化していった。また、他
児と比較するのではなく、目の前にいる我が子の中での成
長を評価するようになったとの発言も多く聞かれた。子ど
もの持つ困難さに目を向け、どのように子どもを支援する
べきかと考えるようになったことで、参加者の対応のみな
らず、育児困難感も軽減させたのではないかと推察された。

【結論】
子どもの問題行動が、発達段階や特性による困難さから生
じるという認識にシフトすることで、母親の育児の困難感
が軽減することから、今後は発達障害を持つ子どもだけで
なく、育児困難感を抱えている対象に早期支援として介入
することで、母親の精神的健康度の維持や虐待予防に効果
が期待できる。
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